
展示テーマ 

～『須弥山儀銘幷序和解』に隠された思い～ 

 

 仏教とは何か、天文学とは何か。５月の展示ではこんな問いから出発した。

円通の熱意から新たに作られた学問領域である「仏教天文学」であるが、その

内実は膨大な西洋の天文学と当時日本に興った複数の仏教思想が複雑に絡ま

ったものである。よって解読も一筋縄ではいかない。 

 今回の展示で取り上げる『須弥山儀銘幷序
しゅみせんぎめいならびにじょ

和解
わ げ

』は、仏教天文学の創始者で

ある円通が彼自身の言葉で須弥山儀についてその解説をしたものである。広く

天文学を学び、また日蓮宗から天台宗への改宗の経歴を持つ彼の書いたこの書

は、数字や天文学の用語を用いて仏教天文学の描く須弥山の内容が事細かに紐

解かれ、当時の知識人でもその全てを理解するのは易しいことではなかったこ

とが想像できる。しかし、そんな固い文章の中にも円通の意図がより深く理解

できるような記述もあり興味深い。仏教とも相まって神聖化されたとも言いま

がうほどの“仏教天文学”を伝えるこの書からは、円通の信じた仏教の存続と

いう後世への希求を読み取らずにはいられない。 
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2024 年６月の作品は 

『須弥山儀銘幷序和解』 

―円通の信じた仏教天文学― 

 

『須弥山儀銘幷序和解』（２冊）  

江戸時代、文化10年（1813年） 

作者：円通（1754～1834） 

版元：不明 

縦 25.4m ×横 17.8cm 

 

この書は、円通の「須弥山儀」に付

記された漢文の「銘」と「序」が詳し

く「和解」されたもので、上・下２冊

に分かれている。上巻の冒頭部分には

「須弥山儀銘幷序」と同じ文章がその

まま抜粋され、その後から詳しい説明

がなされている。ところどころに虫食

いや汚れはあるものの、筆跡は癖がなく解読の助けとなる。 

 表紙には「門外不出」の文字と、それに囲まれるようにして「梵暦護法」

の４文字が、さらにその下には「無学庵」、その左右には文中にも登場する

「北斗七星」が図で描かれている。「梵暦護法」とは、当時西洋天文学の流入

に対して仏教の権威が失われることを危惧した仏教擁護の意思を表している

と考えられる。 

 次に、『須弥山儀銘幷序和解』上巻の文章を一部抜粋したものに焦点を当て

たい。この一文には円通の須弥山儀制作の意図が著されており、彼の考えが

透明化される非常に重要な一文であると思われる。須弥山儀の「儀」は、仏

典を開設するという意味ではなく、須弥山を中心とした世界を「象ドル（似

せて形を作る）」という意味であり、そのシステムを「法トル（手本とす

る）」モデルを意味していると考えられる。須弥山を中心にした世界を「須弥

界」として概念化し、形のある「須弥界」のシステムを「模造（ウツシカタ

ドル）」ことが、「須弥山儀」の目的であるとしている。 

 つまり、円通にとっての「須弥山儀」とは、それまで経典の中で文章でし

か示されていなかった梵暦の世界を、西洋の天文学の知識と一致するような



形で、また多くの宗教においても共通する形として、ひとつ明確な指針にな

るような「須弥界」を表したかったものと思われる。その証拠に、文章中に

は「赤道」や「白道」といった西洋天文学の用語や、当時すでに発見されて

いた「北斗七星」についての記述も見られ、彼が西洋の天文学にも博識であ

ったことが窺える。 

展示のみどころ 

～仏教思想と科学～ 

 仏教をある程度、象徴主義によって宇宙観を語るものであるとするならば、

我々はそれを欠陥として解釈すべきであろうか。 

 仏教宇宙観の根底を流れているのは、業と輪廻の思想である。「輪廻」とは

迷える世界での生死の繰り返しを意味し、原語の意味に基けば「ともに流され

ること」、つまり、水に翻弄されて押し流される衆生の姿が現される。仏教宇

宙観はまさにこの業と輪廻の姿を明らかにするために説かれている。 

今日の科学的根拠に基づいて仏教宇宙観を見れば、その世界像が実際と異な

るのは自明のことである。しかし、仏教宇宙観のスケールの大胆さや図式性を
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見ると、成るほどそれがそもそも象徴的手法を意図していることが窺える。仏

教信仰者にとって宇宙観は必ずしも現実に則って語られるべきものではなく、

多くの人々の脳裏にわかりやすく、繊細に刻まれる“シンボル”であることが

優先された。先も述べたように仏教宇宙観の根底には世界の生成・消滅の永遠

の繰り返しという思想があり、そこから仏教の神話性、独断性、図式性を取り

除けば、２千年前のこの宇宙観は現代の宇宙観と遠くないものとみることもで

きる。 

 今日、科学と宗教は相いれないものとしてお互いをそのカテゴリーから排除

しようとする傾向にある。一方、今回紹介した仏教宇宙観はまさにその科学と

宗教を見事に結び付けた宇宙観である。仏教宇宙観の中の科学をドグマとしな

いのならば、それを新しいものへ更新することは常に可能である。そして、当

時の科学としての“西洋天文学”を熱心に学びまた経典との統一を考えた円通

は時代の先駆者と言うべき人であり、その姿勢には現代の我々にとって学ぶと

ころが大いにあるのではないか。 
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あとがき ～貴重資料に触れて～ 

授業を通じて大変貴重な資料に触れることができる良い機会になった。また、仏教天文学とい

う分野は一見マニアックに見えて、実際には仏教の思想や天文学、そして日本の仏教興隆の流れ

を、時代をまたいで知っていることが前提となっており、膨大な知識が必要とされていると感じ

た。同時に、この分野において一つの学問領域を作るまでに至った円通の博識さと熱量には驚く

ばかりである。                            

 

※コレクションの閲覧は、作品保護のため、 
展示品を除き申請が必要です。また利用は 
学術研究目的に限らせていただいております。 

※過去の展示はオンラインでも公開中です！ 

第 154 回展示は令和６年７月上旬からを予定しています。 
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